
世
界
遺
産
を
守
っ
て
い
く
た
め
に

　
世
界
遺
産
に
は
、
世
界
に
認
め
ら
れ
た
そ
の

価
値
を一目
見
よ
う
と
多
く
の
人
が
訪
れ
る
。

特
に
近
年
は
文
化
庁
が
「
文
化
財
の
保
存
と
活

用
の
均
衡
を
図
り
な
が
ら
、
文
化
財
を
中
核
と

し
た
観
光
拠
点
を
形
成
す
る
こ
と
」
を
推
進
し

て
お
り
、
世
界
遺
産
は
「
観
光
地
」
と
し
て

見
ら
れ
が
ち
だ
。
ま
た
、メ
ディア
で
は
登
録
ま

で
の
取
り
組
み
が
特
に
紹
介
さ
れ
や
す
い
こ
と

も
あ
り
、
登
録
が
ゴ
ー
ル
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

る
こ
と
も
多
い
。

　
し
か
し
、
世
界
遺
産
制
度
は
、「
顕
著
な

普
遍
的
価
値
」
を
有
す
る
も
の
を
、
損
傷
や

破
壊
等
の
脅
威
か
ら
保
護
し
、
保
存
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
。
世
界
遺

産
を
未
来
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
地
域
の
人

た
ち
が
継
続
し
て
価
値
を
知
り
、
学
び
、
伝

え
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

　
今
年
か
ら
来
年
に
か
け
て
、
奈
良
県
内
の

各
世
界
遺
産
周
辺
で
は
講
演
会
や
イ
ベン
ト
な

ど
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
節
目
の
年
に
世
界

遺
産
を
改
め
て
見
直
し
て
み
た
い
。

明神山からみた奈良の世界遺産
王寺町にある明神山からは、奈良県内３つの世界遺産が見えるだけでなく、
大阪、京都・滋賀方面の世界遺産も見渡せる。写真は東方面。

現在、登録を目指している明日香村

奈良文書20周年記念会合の様子

吉野山の桜

あ
ら
た
め
て
、今

奈
良
と
世
界
遺
産

  

世
界
遺
産
と
は

　
世
界
遺
産
と
は
、「
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産

条
約
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
る
〝
世
界
遺
産

一
覧
表
〞」
に
記
載
さ
れ
る
「
顕
著
な
普
遍
的

価
値
」
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。
記
念
物
や

建
物
、
遺
跡
な
ど
を
対
象
に
し
た
「
文
化
遺

産
」、
地
形
や
風
景
、
動
植
物
の
生
息
地
を
対

象
に
し
た
「
自
然
遺
産
」、
両
方
の
価
値
を
持

つ
「
複
合
遺
産
」
の
３
種
類
が
あ
る
。

　
日
本
の
文
化
遺
産
が
「
世
界
遺
産
」
に

は
じ
め
て
登
録
さ
れ
た
の
は
、
30
年
前
の

1
9
9
3
年
。
姫
路
城
と
と
も
に
奈
良
県
の

「
法
隆
寺
地
域
の
仏
教
建
造
物
」
が
登
録
さ

れ
た
。
2
0
2
3
年
現
在
は
、
20
件
の
文
化

遺
産
、５
件
の
自
然
遺
産
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
奈
良
県
に
は
、「
法
隆
寺
地
域
の
仏
教
建

造
物
」
を
含
む
3
つ
の
世
界
遺
産
が
あ
り
、

岩
手
県
、
鹿
児
島
県
と
と
も
に
全
国
1
位
の

登
録
数
と
なって
い
る
。
世
界
的
に
見
て
も
価

値
の
あ
る
遺
産
が
数
多
く
残
って
い
る
場
所
な

の
だ
。

2
0
2
3
年
は
、
世
界
遺
産
「
法
隆
寺
地
域
の
仏
教
建
造
物
」
の
登
録
か
ら
30
年
と
節

目
の
年
だ
。
現
在
、
奈
良
県
に
は
世
界
遺
産
が
3
つ
あ
り
、「
古
都
奈
良
の
文
化
財
」
の

登
録
か
ら
は
25
年
、
来
年
2
0
2
4
年
は
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
の
登
録
か

ら
20
年
に
な
る
。

さ
ら
に
2
0
2
6
年
に
は
「
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
と
そ
の
関
連
資
産
群
」
の
登
録
を
目

指
し
て
い
る
。
今
回
は
、
改
め
て
奈
良
の
「
世
界
遺
産
」
の
価
値
を
伝
え
る
。

奈
良
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

　
初
期
の
世
界
遺
産
の
基
準
は
、
石
材
や
煉

瓦
な
ど
耐
久
性
の
あ
る
建
材
を
使
用
し
て
い

る
こ
と
を
想
定
し
て
お
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な

状
態
で
の
厳
密
な
保
存
が
求
め
ら
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
木
造
建
築
の
よ
う
に
耐
久
性

の
低
い
建
造
物
の
場
合
は
、
解
体
修
理
や

部
材
の
交
換
が
必
要
と
な
り
、
同
じ
基
準
で

は
評
価
が
難
し
い
。
こ
の
た
め
、
1
9
9
3

年
に「
法
隆
寺
地
域
の
仏
教
建
造
物
」や「
姫

路
城
」
を
登
録
す
る
際
に
、
ど
う
評
価
す
る

か
の
議
論
が
起
き
た
。

　
こ
の
議
論
を
踏
ま
え
、
翌
1
9
9
4
年
、

奈
良
市
で
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議
「
世
界
文

化
遺
産
奈
良
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
で
「
奈
良

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」
宣
言
が
採
択
さ
れ
る
。
こ

の
宣
言
は
「
文
化
の
多
様
性
と
遺
産
の
多
様

性
」
を
認
め
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
日

本
の
み
な
ら
ず
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
な
ど
広

範
囲
の
文
化
遺
産
に
世
界
遺
産
登
録
の
門
戸

が
開
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。



世界遺産サミット in 斑鳩

古都奈良の文化財（登録年：1998）

現
在
登
録
さ
れ
て
い
る

奈
良
の

３
つ
の
世
界
遺
産

　

古
代
に
都
が
置
か
れ
、
国
家
と
し
て
の
基
本
的
な
仕
組
み

が
確
立
し
た
地
で
あ
り
、
日
本
文
化
の
基
礎
が
花
開
い
た
地

で
も
あ
る
奈
良
。

　

こ
こ
で
は
奈
良
県
内
の
３
つ
の
世
界
遺
産
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
、
登
録
さ
れ
て
い
る
「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」
を
要
約

し
、
そ
の
価
値
を
紹
介
す
る
。

値の継承と活用をデザイ
ンする持続可能なまちづ
くり～」で、28日には「近
世から近代における世界
文化遺産の観光史」「歴
史・文化遺産都市を支える『まちづくり』をテーマにした
2つのパネルディスカッションを実施。29日には法話や講
座、首長会議が行われ、遺産を核とした持続可能な町づ
くりの実現など、３項目の「斑鳩宣言」を採択した。

　「世界遺産サミットin 斑鳩」が 2023年10月28日、29
日に開催された。このサミットは世界遺産の所在する自治
体の首長や関係者が集まり、世界遺産の保全や活用、魅
力発信についての意見交換と、地域間の連携を深めるこ
とを目的としたもので、2014 年から開催されている。10
回目の今年は世界遺産登録 30年を迎えた「法隆寺地域
の仏教建造物」がある斑鳩の、法隆寺聖徳会館での開催
となった。
　今回のテーマは「温･故･知･新～世界遺産の普遍的価

紀伊山地の霊場と参詣道（登録年：2004）

　紀伊山地には自然崇拝を起源とする「熊野三山」、空海が開いた「高野山」、修験道の拠点「吉野・大峯」の三霊場がある。三霊場とそれ
ぞれを結ぶ熊野古道や大峯奥駈道、高野山町石道などの参詣道が世界遺産として登録されている。
　霊場・参詣道その周辺の森林が、千年以上に及ぶ日本の宗教文化の発展を示すたぐいまれな証拠であるとともに、東アジアの宗教文化の交
流及び発展を示し、神道と仏教の融合を反映した文化的景観を形成していることを評価されている。また、1200 年にもわたり、修復や復元の技
術が伝えられ、儀礼が現在も続けられており、聖なる山の伝統が非常によく残っていることも評価が高い。

法隆寺地域の仏教建造物（登録年：1993）

　仏教の興隆に力を尽くした聖徳太子の宮があった斑鳩地域にある世界遺産。
　法隆寺と法起寺の２つの寺にある48 棟の木造建造物で構成されている。資産内に
含まれる11棟は７世紀後半から８世紀ごろに建立されたもので、現存する世界最古級
の木造建築。これらは木造建築の傑作で、中国の仏教建築や伽藍配置が日本文化に
取り入れられたことを示しており、芸術的にも、宗教史的にも、歴史的にも重要である。
法隆寺は創建時から天皇家の保護を受け、その後12 世紀以降に盛んになった聖徳太
子信仰により、多くの信奉者の手で、今日まで守り伝えられてきた。

平城宮跡（大極門）
法隆寺西院伽藍（法隆寺提供）

法起寺三重塔（法隆寺提供） 法隆寺東院夢殿（法隆寺提供）

東大寺 興福寺

薬師寺 元興寺

春日大社　撮影 桑原英文 唐招提寺
写真提供：一般財団法人奈良県ビジター
ズビューロー

吉野山の雲海

金峯山寺

玉置神社

吉野・大峯の山々

　奈良時代に日本の都「平城京」があった、現在の奈良市街部にある世界遺産。
　５つの仏教寺院（東大寺・興福寺・薬師寺・元興寺・唐招提寺）、神社（春日
大社）、関連する文化的景観（春日大社・春日山原始林）、考古学的遺跡（平城
宮跡）で構成されている。奈良に都が置かれた710年から784年の間が、日本の
文化的・政治的な発展をもたらした重要な時代であったことを鮮明に示す、極めて重
要な文化遺産として位置づけられている。綿密な都市計画が実施されていたこと、自
然と信仰が一体となり文化的景観が形成されていること、伝統手法で守り伝えられて
いること、海外から取り入れた文化が発展していることなど、無形文化遺産の要素に
おいても、評価されている。



天武・持統天皇陵古墳【墳墓】

中尾山古墳【墳墓】

菖蒲池古墳【墳墓】

牽牛子塚古墳【墳墓】

本薬師寺跡【仏教寺院跡】

石舞台古墳【墳墓】

檜隈寺跡【仏教寺院跡】 キトラ古墳【墳墓】

大官大寺跡【仏教寺院跡】 高松塚古墳【墳墓】 飛鳥宮跡【宮殿・官衙跡】

藤原宮跡と大和三山（耳成山）　
【宮殿・官衙跡】

山田寺跡【仏教寺院跡】

川原寺跡【仏教寺院跡】

飛鳥寺跡【仏教寺院跡】

橘寺跡（橘寺境内）【仏教寺院跡】

酒船石遺跡（亀形石造物）【宮殿・官衙跡】 飛鳥京跡苑池【宮殿・官衙跡】

飛鳥水落遺跡【宮殿・官衙跡】

２
０
２
６
年
登
録
を
目
指
す

飛
鳥・藤
原
の
宮
都
と

そ
の
関
連
資
産
群

　
「
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
と
そ
の
関
連
資
産
群
」
は
2
0
0
7
年

に
世
界
遺
産
の
候
補
リ
ス
ト
に
あ
た
る
「
暫
定
一
覧
表
」
に
記
載
さ

れ
た
。
奈
良
県
・
橿
原
市
・
桜
井
市
・
明
日
香
村
は
、
2
0
2
6

年
の
世
界
遺
産
リ
ス
ト
記
載
を
目
指
し
て
い
る
。

 

登
録
基
準
ⅲ 

現
存
す
る
か
消
滅
し
て
い
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
あ

る
文
化
的
伝
統
又
は
文
明
の
存
在
を
伝
承
す
る
物
証
と
し
て
無
二
の

存
在
（
少
な
く
と
も
希
有
な
存
在
）
で
あ
る
。

古
代
宮
都
の
形
成
過
程
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
、
東
ア
ジ
ア
で

唯
一
無
二
の
証
拠

※
「
宮
殿
・
官
衙
跡
」・「
仏
教
寺
院
跡
」・「
墳
墓
」
か
ら
成
る
構
成

資
産
群
の
位
置
関
係
や
遺
跡
の
配
置
構
成
・
様
式
変
遷
に
よ
っ
て
、

独
自
の
中
央
集
権
体
制
に
基
づ
く
宮
都
の
形
成
過
程
を
示
す
こ
と
が

で
き
る
。

　
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
に
は
、
こ
の
ほ
か
、
価
値
を
証
明
す
る
要
素

が
揃
っ
て
お
り
、
長
期
的
な
保
護
の
体
制
が
整
っ
て
い
る
こ
と
（
完
全
性
）

や
、
材
質
や
デ
ザ
イ
ン
、
修
復
す
る
場
合
は
材
料
や
構
造
、
工
法
な
ど
が

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
価
値
を
有
し
て
い
る
こ
と
（
真
実
性
）
が
求
め
ら
れ
る
。

今
価
値
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
長
期
的
な
保
護
の
体
制
を
し
っ
か
り
と
整

え
る
必
要
が
あ
る
。

　
世
界
遺
産
の
構
成
資
産
範
囲
は
、
原
則
と
し
て
文
化
財
保
護
法
に
基
づ

く
史
跡
・
特
別
史
跡
・
名
勝
指
定
に
よ
る
保
護
が
必
要
に
な
る
。「
飛
鳥
・

藤
原
」
の
構
成
資
産
は
、
古
く
か
ら
そ
の
重
要
性
に
鑑
み
、
史
跡
指
定
を

受
け
て
い
る
も
の
が
多
い
。
さ
ら
に
古
都
保
存
法
や
明
日
香
法
な
ど
の
風

致
や
景
観
関
連
等
の
既
存
の
法
令
で
歴
史
的
風
土
を
持
つ
地
域
全
体
を
保

護
す
る
仕
組
み
が
で
き
て
い
た
。

　
世
界
遺
産
へ
の
推
薦
に
あ
た
り
、
奈
良
県
・
橿
原
市
・
桜
井
市
・
明
日

香
村
で
組
織
し
た
世
界
遺
産
「
飛
鳥
・
藤
原
」
登
録
推
進
協
議
会
は
、
推

薦
資
産
範
囲
の
精
査
や
、
資
産
を
適
切
に
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な
緩
衝

地
帯
を
設
定
す
る
な
ど
、
推
薦
内
容
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
に
日
々
活

動
し
て
い
る
。

　
「
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
と
そ
の
関
連
資
産
群
」（
以
降
、「
飛
鳥
・
藤
原
」

と
表
記
）
は
、
古
墳
時
代
の
終
わ
る
６
世
紀
末
か
ら
平
城
京
に
遷
都
す
る

7
1
0
年
ま
で
の
約
1
0
0
年
間
の
間
に
、
中
国
・
朝
鮮
半
島
と
の
交
流

を
基
に
中
央
集
権
体
制
の
国
づ
く
り
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
資
産
だ
。
橿

原
市
、
桜
井
市
、
明
日
香
村
に
あ
る
飛
鳥
宮
跡
と
藤
原
宮
跡
を
中
心
と
す
る

2
つ
の
宮
都
を
示
す
宮
殿
・
官か

ん

衙が

跡
、
仏
教
寺
院
跡
、
墳
墓
な
ど
の
遺
跡

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
に
は
、
世
界
や
人
類
に
と
っ
て
「
顕
著
な
普
遍

的
価
値
」
を
持
つ
文
化
遺
産
ま
た
は
自
然
遺
産
で
あ
る
必
要
が
あ
り
、
世
界

遺
産
委
員
会
が
示
す
10
の
登
録
基
準
の
う
ち
一
つ
以
上
を
満
た
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。「
飛
鳥
・
藤
原
」
は
、
登
録
基
準
ⅱ
、
ⅲ
を
満
た
す
文
化
遺
産

と
し
て
推
薦
の
準
備
を
し
て
い
る
。

 

登
録
基
準
ⅱ 

建
築
、
科
学
技
術
、
記
念
碑
、
都
市
計
画
、
景
観
設

計
の
発
展
に
重
要
な
影
響
を
与
え
た
、
あ
る
期
間
に
わ
た
る
価
値
観

の
交
流
又
は
あ
る
文
化
圏
内
で
の
価
値
観
の
交
流
を
示
す
も
の
で
あ

る
。

古
代
宮
都
に
採
用
さ
れ
た
建
築
・
土
木
の
分
野
に
お
け
る
価
値
観
の

交
流
を
表
す
。

※
「
宮
殿
・
官
衙
跡
」・「
仏
教
寺
院
跡
」・「
墳
墓
」
に
見
ら
れ
る
工

作
物
の
配
置
構
成
・
意
匠
・
技
術
は
、
中
国
・
朝
鮮
半
島
諸
国
と
の

価
値
観
の
重
要
な
交
流
の
所
産
で
あ
り
、
８
世
紀
以
降
の
日
本
列
島

に
お
け
る
宮
都
（
首
都
）
の
造
営・進
化
に
多
大
な
る
影
響
を
与
え
た
。

大和三山（香具山）【宮殿・官衙跡】大和三山（畝傍山）
【宮殿・官衙跡】


